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ノムラ新興国債券ファンズ 
（野村SMA・EW向け） 

運用報告書(全体版) 
 

第４期（決算日2018年12月６日） 
 

作成対象期間（2017年12月７日～2018年12月６日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／海外／債券 
信 託 期 間 2015年４月１日以降、無期限とします。 

運 用 方 針 

新興国債券に実質的に投資する投資信託証券および野村マネー マザーファンド受益証券を主要投資対象とし、信託財産の中長期的な
成長を目標に運用を行います。 
新興国債券に実質的に投資する投資信託証券については、運用において優れていると判断した投資信託証券を１つもしくは少数選定
し、投資を行います。 
新興国債券に実質的に投資する投資信託証券については、実質的な外貨建て資産については為替ヘッジを行わないことを基本とするも
の、もしくはこれらに類するものに限定することを基本とします。 
新興国債券に実質的に投資する投資信託証券および野村マネー マザーファンド受益証券の合計の組入比率は、高位を維持することを
基本とします。なお、通常の状況においては、新興国債券に実質的に投資する投資信託証券への投資を中心としますが、投資比率には
特に制限は設けず、各投資対象ファンドの収益性および流動性ならびに当ファンドの資金動向等を勘案のうえ決定します。 

主な投資対象 

ノムラ新興国債券ファンズ 
（野村SMA・EW向け） 

新興国債券に実質的に投資する投資信託証券および野村マネー マザーファンド受益証券を主要投資対象と
します。なお、コマーシャル・ペーパー等の短期有価証券ならびに短期金融商品等に直接投資する場合があり
ます。 

野村マネー 
マザーファンド 

本邦通貨表示の短期有価証券を主要投資対象とします。 

主な投資制限 

ノムラ新興国債券ファンズ 
（野村SMA・EW向け） 

投資信託証券への投資割合には制限を設けません。 
外貨建て資産への直接投資は行いません。 

野村マネー 
マザーファンド 

株式への投資は行いません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた利子・配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等から、基準価額水準等を勘
案して分配します。留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 
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－ 1 － 

ノムラ新興国債券ファンズ（野村SMA・EW向け）

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 参 考 指 数 

債   券 
組入比率 

債   券 
先物比率 

投資信託 
証   券 
組入比率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％  ％ ％ ％ ％ 百万円 

2015年４月１日 10,000 － － 100.00 － － － － 1 

１期(2015年12月７日) 10,006 5 0.1 102.97 3.0 0.0 － 99.0 1,785 

２期(2016年12月６日) 10,014 0 0.1 102.39 △0.6 0.0 － 98.9 2,143 

３期(2017年12月６日) 10,912 5 9.0 112.13 9.5 0.0 － 99.1 2,609 

４期(2018年12月６日) 10,348 5 △5.1 106.95 △4.6 0.0 － 90.3 2,944 
 
＊ 基準価額の騰落率は分配金込み。 
＊ 当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 
＊ 債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
 

＊参考指数（＝JPモルガン・エマージング・マーケット・ボンド・インデックス・グローバル（円換算ベース））は、J.P.Morgan Emerging 

Market Bond Index（EMBI）Global（US＄ベース）をもとに、当社が独自に円換算したものです。算出にあたっては、当社がファンドにお

ける組入資産・為替の評価時点に合わせて計算を行っています。従って、J.P.Morganが公表するものとは異なります。なお、設定時を100

として指数化しております。 

＊JPモルガン・エマージング・マーケット・ボンド・インデックス・グローバル（J.P.Morgan Emerging Market Bond Index（EMBI）Global）

は、J.P.Morgan Securities LLCが公表している、エマージング・マーケット債を対象としたインデックスであり、その著作権および知的

財産権は同社に帰属します。 
  

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 参 考 指 数 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ ％ 

2017年12月６日 10,912 － 112.13 － 0.0 － 99.1 

12月末 11,049 1.3 113.60 1.3 0.0 － 99.0 

2018年１月末 10,663 △2.3 109.00 △2.8 0.0 － 98.7 

２月末 10,296 △5.6 104.94 △6.4 0.0 － 98.7 

３月末 10,268 △5.9 104.95 △6.4 0.0 － 98.9 

４月末 10,403 △4.7 106.23 △5.3 0.0 － 98.4 

５月末 10,246 △6.1 104.59 △6.7 0.0 － 99.0 

６月末 10,205 △6.5 104.49 △6.8 0.0 － 98.7 

７月末 10,542 △3.4 108.01 △3.7 0.0 － 98.8 

８月末 10,410 △4.6 106.79 △4.8 0.0 － 99.2 

９月末 10,591 △2.9 108.71 △3.1 0.0 － 99.0 

10月末 10,380 △4.9 106.74 △4.8 0.0 － 99.0 

11月末 10,278 △5.8 106.40 △5.1 0.0 － 99.1 

(期  末)        

2018年12月６日 10,353 △5.1 106.95 △4.6 0.0 － 90.3 
 
＊ 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 
＊ 当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 
＊ 債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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ノムラ新興国債券ファンズ（野村SMA・EW向け）

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2017年12月６日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）参考指数は、JPモルガン・エマージング・マーケット・ボンド・インデックス・グローバル（円換算ベース）です。参考指数は、作成

期首（2017年12月６日）の値が基準価額と同一となるように計算しております。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

基準価額は、期首10,912円から期末10,348円となりました。 

 

・実質的に投資している新興国債券からのインカムゲイン（利息収入） 

・実質的に投資している新興国債券からのキャピタルゲイン（またはロス）（価格変動損益） 

・円／米ドルの為替変動 
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ノムラ新興国債券ファンズ（野村SMA・EW向け）

○投資環境 

新興国債券市場は、メキシコ中央銀行が政策金利の引き上げを発表したことや、米長期金利

の上昇を受け資金流出懸念が強まったこと、トランプ米政権の保護貿易主義により世界景気の

後退が懸念されたことなどから、６月中旬にかけて軟調に推移しました。その後は、米国株式

市場の上昇を好感したことなどから反発する場面もありましたが、トルコ・リラの急落が金融

市場や世界経済に混乱を招くとの見方が広がったことや、米国株式市場や原油相場が下落基調

を強めたこと、メキシコの新空港建設をめぐり次期政権の政策運営に対する不透明感が不安視

されたことなどから下落し、当作成期間において値下がりとなりました。 

 

○当ファンドのポートフォリオ 

・投資信託証券組入比率 

［ノムラ新興国債券ファンズ（野村SMA・EW向け）］は、当期間を通して、［野村エマージン

グ債券ファンドFD］受益証券を概ね98％以上組入れました。 

また［野村マネー マザーファンド］受益証券への投資は、当期間を通して概ね０％～１％

程度としました。 

 

・指定投資信託証券（投資対象ファンド）の見直し 

当期間における指定投資信託証券（投資対象ファンド）の見直しは行いませんでした。 

 

・投資対象ファンドの投資比率の状況 

新興国債券に実質的に投資する投資信託証券への投資を中心とします※が、投資比率には特

に制限は設けず、各投資対象ファンドの収益性および流動性ならびに当ファンドの資金動向等

を勘案のうえ決定しました。 

 
※ 通常の状況においては、新興国債券に実質的に投資する投資信託証券への投資比率は、概ね90％以上を目処とします。 
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ノムラ新興国債券ファンズ（野村SMA・EW向け）

○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは運用の目標となるベンチマー

クを設けておりません。 

コメント・グラフは、基準価額と参考指数の

騰落率の対比です。 

 

参考指数の騰落率が－4.6％となったのに対し

て、基準価額の騰落率は－5.1％となりました。 

 

【主な差異要因】 

（マイナス要因） 

ウエリントン・マネージメント・カンパニー・

エルエルピーが実質的な運用を担当する［野村

エマージング債券ファンドFD］の騰落率が、新

興国債券市場の平均を下回ったこと 

 

 

 

 

◎分配金 

収益分配金については、経費控除後の利子・配当等収益と売買益等から基準価額水準も勘案

して決定しました。なお、留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運

用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第４期 

2017年12月７日～ 
2018年12月６日 

当期分配金 5  

(対基準価額比率) 0.048％ 

 当期の収益 5  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 1,517  
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  



品 名：90001_180289_004_02_ノムラ新興国債券ファンズ（野村 SMA・EW 向け）_753090.docx 

日 時：2018/12/28 9:53:00 

ページ：5 

 

－ 5 － 

ノムラ新興国債券ファンズ（野村SMA・EW向け）

◎今後の運用方針 

［ノムラ新興国債券ファンズ（野村SMA・EW向け）］ 

引き続き、以下のように、定性的に高く評価したファンドを１つもしくは少数選定し、各投

資対象ファンドの収益性および流動性ならびに当ファンドの資金動向等を勘案のうえ、運用目

標の達成を目指してまいります。 

（１） 各投資対象ファンドについて、ファンドの運用目標である、信託財産の中長期的な成長

の可能性を定性的に評価します。 

（２） 各投資対象ファンドのリスク特性（値動きに影響を与える特徴的な要因）を定量的に分

析します。 

（３） 定性的に高く評価したファンドを中心に組み入れ、かつポートフォリオ全体としてのリ

スク特性が参考指数と大きくかけ離れないよう、組入ファンドの投資比率の調整を行い

ます。 

 

［野村エマージング債券ファンドFD］ 

新興国債券を主要投資対象とし、高水準のインカムゲインの安定的確保に加え、キャピタル

ゲインの獲得を目指します。新興国債券への投資にあたっては、ファンダメンタルズ分析やセ

クター・国別のバリュエーション分析、テクニカル分析に基づき、国別配分、個別銘柄選定等

を決定し、ポートフォリオの構築を行います。 

 

［野村マネー マザーファンド］ 

残存１年以内の公社債やコマーシャル・ペーパー等の短期有価証券への投資を行い、あわせ

てコール・ローン等で運用を行うことで流動性の確保を図って運用いたします。 

日本銀行によるマイナス金利政策のもと、主要な投資対象となる公社債の利回りや余資運用

の際のコール・ローンの金利もマイナスとなる中、マイナス利回りの資産への投資等を通じて、

基準価額が下落することが想定されますのでご留意ください。 

 

今後とも引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願いいたします。 
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ノムラ新興国債券ファンズ（野村SMA・EW向け）

○１万口当たりの費用明細 (2017年12月７日～2018年12月６日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 54  0.518  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (45)  (0.432)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 6)  (0.054)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 3)  (0.032)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） そ の 他 費 用 0   0.002   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 54   0.520    

期中の平均基準価額は、10,444円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果

です。 

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊その他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

＊各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支払った費用を含みません。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
 

 

○売買及び取引の状況 (2017年12月７日～2018年12月６日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 口 千円 口 千円  
野村エマージング債券ファンドFD 71,197 886,957 47,467 585,737  

 
＊金額は受け渡し代金。 

＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

  

投資信託証券 
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ノムラ新興国債券ファンズ（野村SMA・EW向け）

○利害関係人との取引状況等 (2017年12月７日～2018年12月６日) 

 

＜ノムラ新興国債券ファンズ（野村SMA・EW向け）＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
投資信託証券 886 886 100.0 585 585 100.0 

 
 
 

＜野村マネー マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
公社債 17,509 1,254 7.2 － － － 

平均保有割合 0.0%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社、野村信託銀行です。 

 

○自社による当ファンドの設定、解約状況 (2017年12月７日～2018年12月６日) 

期首残高 
（元 本） 

当期設定 
元  本 

当期解約 
元  本 

期末残高 
（元 本） 

取 引 の 理 由 

百万円 百万円 百万円 百万円  
0 － － 0 当初設定時における取得 

 
  

利害関係人との取引状況 
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ノムラ新興国債券ファンズ（野村SMA・EW向け）

○組入資産の明細 (2018年12月６日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 口 口 千円 ％ 

野村エマージング債券ファンドFD 196,414 220,144 2,659,339 90.3 

合 計 196,414 220,144 2,659,339 90.3 
 
＊比率は、純資産総額に対する評価額の比率。 

＊評価額の単位未満は切り捨て。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

野村マネー マザーファンド 9 9 10 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 

 

○投資信託財産の構成 (2018年12月６日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 2,659,339 89.8 

野村マネー マザーファンド 10 0.0 

コール・ローン等、その他 301,621 10.2 

投資信託財産総額 2,960,970 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

 

親投資信託残高 
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ノムラ新興国債券ファンズ（野村SMA・EW向け）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2018年12月６日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 2,960,970,587   

 コール・ローン等 301,621,065   

 投資信託受益証券(評価額) 2,659,339,520   

 野村マネー マザーファンド(評価額) 10,002   

(B) 負債 16,603,995   

 未払収益分配金 1,422,607   

 未払解約金 7,684,906   

 未払信託報酬 7,464,832   

 未払利息 611   

 その他未払費用 31,039   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,944,366,592   

 元本 2,845,214,944   

 次期繰越損益金 99,151,648   

(D) 受益権総口数 2,845,214,944口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,348円 
 

（注）期首元本額は 2,391,380,149 円、期中追加設定元本額は

1,606,725,390円、期中一部解約元本額は1,152,890,595円、１口

当たり純資産額は1.0348円です。 
 

○損益の状況 (2017年12月７日～2018年12月６日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 82,962,536   

 受取配当金 82,995,211   

 支払利息 △     32,675   

(B) 有価証券売買損益 △172,917,329   

 売買益 52,914,731   

 売買損 △225,832,060   

(C) 信託報酬等 △ 14,434,698   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △104,389,491   

(E) 前期繰越損益金 99,172,023   

(F) 追加信託差損益金 105,791,723   

 (配当等相当額) (  265,489,746)  

 (売買損益相当額) (△159,698,023)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 100,574,255   

(H) 収益分配金 △  1,422,607   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 99,151,648   

 追加信託差損益金 105,791,723   

 (配当等相当額) (  265,489,746)  

 (売買損益相当額) (△159,698,023)  

 分配準備積立金 166,277,288   

 繰越損益金 △172,917,363   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 
 

（注）分配金の計算過程（2017年12月７日～2018年12月６日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2017年12月７日～ 
2018年12月６日 

a. 配当等収益(経費控除後) 68,527,872円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 265,489,746円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 99,172,023円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 433,189,641円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 1,522円 

g. 分配金 1,422,607円 

h. 分配金(１万口当たり) 5円 
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ノムラ新興国債券ファンズ（野村SMA・EW向け）

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 5円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 

 

○（参考情報）親投資信託の組入資産の明細 (2018年12月６日現在) 

＜野村マネー マザーファンド＞ 
 下記は、野村マネー マザーファンド全体(11,283,062千口)の内容です。 

 

(Ａ)国内(邦貨建)公社債 種類別開示 

区 分 

当 期 末 

額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率 
うちＢＢ格以下 
組 入 比 率 

残存期間別組入比率 

５年以上 ２年以上 ２年未満 

 千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％  

地方債証券 
722,000 722,867 6.3 － － － 6.3  

(  722,000) (  722,867) ( 6.3) (－) (－) (－) ( 6.3) 

特殊債券 
(除く金融債) 

500,000 500,290 4.3 － － － 4.3  

(  500,000) (  500,290) ( 4.3) (－) (－) (－) ( 4.3) 

金融債券 
1,350,000 1,350,616 11.7 － － － 11.7  

(1,350,000) (1,350,616) (11.7) (－) (－) (－) (11.7) 

普通社債券 
(含む投資法人債券) 

2,300,000 2,303,143 20.0 － － － 20.0  

(2,300,000) (2,303,143) (20.0) (－) (－) (－) (20.0) 

合 計 
4,872,000 4,876,917 42.3 － － － 42.3  

(4,872,000) (4,876,917) (42.3) (－) (－) (－) (42.3) 
 
＊（ ）内は非上場債で内書きです。 

＊組入比率は、このファンドが組み入れているマザーファンドの純資産総額に対する評価額の割合。 

＊金額の単位未満は切り捨て。 

＊評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。 

＊残存期間が１年以内の公社債は原則として償却原価法により評価しています。 

 

  

国内公社債 
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ノムラ新興国債券ファンズ（野村SMA・EW向け）

(Ｂ)国内(邦貨建)公社債 銘柄別開示 
 

銘 柄 
当 期 末 

利 率 額 面 金 額 評  価  額 償 還 年 月 日 
地方債証券 ％ 千円 千円  
東京都 公募第663回 1.55 300,000 300,178 2018/12/20 
神奈川県 公募第158回 1.53 30,000 30,017 2018/12/20 
大阪府 公募第322回 1.62 252,000 252,603 2019/１/29 
名古屋市 公募（５年）第19回 0.25 100,000 100,042 2019/１/31 
横浜市 公募公債平成20年度５回 1.58 40,000 40,025 2018/12/20 

小 計  722,000 722,867  
特殊債券(除く金融債)     
日本政策金融公庫債券 政府保証第27回 0.372 60,000 60,175 2019/８/19 
日本高速道路保有・債務返済機構債券 財投機関債第44回 1.62 130,000 130,085 2018/12/20 
日本学生支援債券 財投機関債第46回 0.001 190,000 190,009 2019/２/20 
国際協力機構債券 第16回財投機関債 0.3 120,000 120,019 2018/12/26 

小 計  500,000 500,290  
金融債券     
商工債券 利付第764回い号 0.3 50,000 50,021 2019/１/25 
商工債券 利付第765回い号 0.25 900,000 900,504 2019/２/27 
農林債券 利付第763回い号 0.3 300,000 300,064 2018/12/27 
商工債券 利付（３年）第192回 0.17 100,000 100,026 2019/１/25 

小 計  1,350,000 1,350,616  
普通社債券(含む投資法人債券)     
中部電力 第426回 2.75 500,000 501,834 2019/１/25 
北海道電力 第265回 2.0 300,000 300,321 2018/12/25 
トヨタ自動車 第８回社債間限定同等特約付 2.01 600,000 600,456 2018/12/20 
みずほ銀行 第35回特定社債間限定同順位特約付 0.285 200,000 200,084 2019/１/25 
東京センチュリーリース 第15回社債間限定同順位特約付 0.11 100,000 100,036 2019/４/12 
ＮＴＴデ－タ 第22回社債間限定同順位特約付 1.78 600,000 600,410 2018/12/20 

小 計  2,300,000 2,303,143  
合 計  4,872,000 4,876,917  

 
＊額面・評価額の単位未満は切り捨て。 

 

 

区 分 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

コマーシャル・ペーパー 3,199,999 27.8 
 
＊比率は、このファンドが組み入れているマザーファンドの純資産総額に対する評価額の割合。 

＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

 

国内その他有価証券 
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＜お申し込み時の留意点＞

販売会社の営業日であってもお申し込みの受付ができない日（以下 ｢申込不可日｣ といいます。）が
あります。
お申し込みの際には、これらの申込不可日に該当する日をご確認のうえ、お申し込みいただきますよ
うよろしくお願いいたします。

（2018年12月6日現在）
年　月 日
2018年12月 25
2019年１月 21

２月 18
３月 －
４月 19
５月 27
６月 －
７月 ４
８月 －
９月 ２
10月 －
11月 11、28
12月 25

※ 2019年12月までに該当する「申込不可日」を現時点で認識しうる情報をもとに作成しておりますが、諸事情等により
突然変更される場合があります。
したがって、お申し込みにあたってはその点についても十分ご留意下さい。また、諸事情等による申込不可日の変更は、
販売会社に連絡いたしますので、お問い合わせ下さい。
なお、弊社ホームページ（http://www.nomura-am.co.jp/）にも掲載いたしております。
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